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表5 「学士課程においてコアとなる看護実践能力を基盤とする教育」の看護実践能力と 

事例から抽出した「ケアを構成すると考えられる看護能力」の比較 
Ⅰ ヒューマンケアの基本に関する実践能力

１）看護の対象となる人々の尊厳と権利を擁護する
能力

児と母親の権利擁護
子どもの身体状態を観
察して優先順位を判断
する力

自己実現の援助
対象の尊厳と権利・プ
ライバシーを守る

２）実施する看護について説明し同意を得る能力
対象が意思決定できる
よう支援する

対象が健康課題に、主
体的に取り組めるよう
支援する

３）援助的関係を形成する能力

支援システムを構築す
るために、教職員や関
係機関と協議・交渉す
る

教職員・関係機関とコ

ミュニケーションをと
りながら、信頼関係を
築く

家族へ病気の理解と
家族の役割を指導

学内外の機関や職種
間でのコーディネー
ション能力

Ⅱ 根拠に基づき看護を計画的に実践する能力

４）根拠に基づいた看護を提供する能力
子どもの身体状態を
観察して優先順位を
判断する力

社会資源を有効に活
用した情報収集能力

解剖整理学の知識を
いかした食指導

全 身 運 動 で 血 液 循
環、新陳代謝を高め
る

５）計画的に看護を実践する能力
対象に対する健康教育
の計画、実施、評価を
する

対象の支援を受容、ア
セ スメ ント 、計 画立
案、支援、評価の一連
の流れで行う

６）健康レベルを成長発達に応じて査定
(Assessment)する能力

本人の得意な活動を
一緒に行って自己肯
定感を高める支援。

本人の意欲や達成感
を尊重して支える力

発達段階に応じて病
気をコントロールで
きる能力を育てる指
導

発達年齢に応じた身
体の発育を促すアプ
ローチ

７）個人と家族の生活を査定(Assessment)する能力
喘息の知識、薬の知
識について本人と母
親から状況把握

健 康 情 報 を 収 集 し
て、内服管理が上手
く い か な い 家 庭 環
境、保護者の生活力
を総合的アセスメン
トして支援方針を立
てる力

家庭環境および家族関
係について、アセスメ
ントする

８）地域の特性と健康課題を査定(Assessment)する
能力

活用できる社会資源、

協働できる機関・人材
について、情報提供す
る保護者を通して子ど
もへの働きかけをする

校区の社会・文化的な
側面を考慮する

集団の健康情報のア
セスメントとリスク
を持った児童の保健
管理を判断する能力

９）看護援助技術を適切に実施する能力
子ども支援と、保護者
支援を関連させて計画
を立案する

対象が、組織や自分の
健康課題に、主体的に
参画できるよう機会
と、場、方法を提供す
る

対象の状態に応じた、
的確な支援方法を活用
できる。

Ⅲ 特定の健康課題に対応する実践能力

１０）健康の保持増進と疾病を予防する能力

健 康課 題を 持ち なが
ら、それを認識してい
な い子 ども を見 いだ
す。

適切な保健指導

対象が、健康課題に、
主体的に取り組めてい
るかどうかをアセスメン
トする

事故・感染症の予防策
を講じる

１１）急激な健康破綻と回復過程にある看護の人々
を援助する能力

緊急時の冷静な判断と
行動する力

救急時のリーダーと
しての役割。教職員
間で連携して救急対
応できるように全体
の動きを見て適切に
指示する。

症状判断能力（臨床
推論能力）

１２）慢性疾患及び慢性的な健康課題を有する看護
の人々を援助する能 力

対 象 が 、 健 康 課 題
に、主体的に取り組
めているかどうかを
アセスメントする

一時点だけでなく（観
察や資料などによる）
経時的な客観的・主観
的データを収集し分析
してアセスメントする

医療的ケアの意義と
リスクの理解

家族全員で生活習慣
の改善をはかるよう
に家族の習慣や生活
に合わせた指導する
力。

１３）終末期にある看護の人々を援助する能力

Ⅳ ケア環境とチーム体制整備に関する実践能力
１４）保健医療福祉における看護活動と看護ケアの
質を改善する 能力

協働する支援者の支援
能力を向上させる

１５）地域ケアの構築と看護機能の充実を図る能力
健康課題に応じて、校
内組織・校外組織を効
果的に運用する

支援目的に応じて、社
会資源を活用する

１６）安全なケア環境を提供する能力
自己導尿で感染防止
のための環境を整える

虐待の疑いがある子ど
もを意識して、安全に
情報収集する

１７）保健医療福祉における協働と連携をする能力
関係者が連携して取
り組めるようにコー
ディネートする

医療従事者を適切に
活用する知識と技
術。

関係機関と連携して活
動できる知識と技術。

対策の実施に向けて、
教職員や関係機関と協
働し、活動内容と人材
の調整を（配置・確保
等）提案する

１８）社会の動向を踏まえて看護を創造するための基
礎となる能 力

Ⅴ 専門職者として研鑽し続ける基本能力
１９)生涯にわたり継続して専門的能力を向上させる
能力

２０）看護専門職としての価値と専門性を発展させる
能力

実践に求められる技術
に関して、自己研鑽を
し、高い実践能力をめ
ざす

事例から得られた要素

ケアを構成すると考えられる看護能力

ケアを構成すると考えられる看護能力

ケアを構成すると考えられる看護能力

ケアを構成すると考えられる看護能力
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